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・ 医療関係者の情報共有に向け、実証事業や補助事業を通じて医療情報の標準化・電子化を推進してきた。
※ 現在、全国に約160件の地域医療ネットワークが形成（内閣官房調べ）

Ⅰ 医療情報連携ネットワークの普及促進による医療の質の向上と効率化の実現

患者・住民 自治体等

薬局

患者の診療情報
等を登録・閲覧

病院・他の診療所の診
療情報等を閲覧

在宅療養担当医

訪問介護事業所

訪問看護
ｽﾃｰｼｮﾝ

訪問薬局

患者宅

診療所

中核的
医療機関

在宅での情報登録

地域の医療機関等の間で、患者の情報をＩＣＴを活用して共有するネットワークを構築し、医療サービスの質の向上や効
率的な医療の提供を実現する。

期待さ
れる効

果

これまでの取組

今後の取組

・より広域・多数の医療機関による情報共有
標準規格の確立と広域連携の実証

・費用対効果の高い低廉なシステムの導入
クラウドを活用した連携モデルの確立

・在宅医療・介護の情報共有の標準化
異なるシステムでも情報共有ができるよう、
国として標準化の推進に取り組む

※厚労省と総務省で協力して取組を推進

患者に関する豊富な情報が得
られ、患者の状態に合った質の
高い医療を提供

急性期医療から回復期医療、在宅
医療・介護への移行を円滑に実施

二重検査や過剰投薬
が避けられ、患者負担
も軽減される
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Ⅱ 医療等分野の様々な側面におけるデータ分析と利活用の高度化の推進

国や地方公共団体に
よる医療政策へ
の反映

保険者による個人の
健康増進に関する取
組への活用

治療技術等の医療の
質向上や研究開発促
進への活用

レセプト情報等の利活用の促進
● レセプトや健診情報等の活用を通じた、受療行動や疾病構造の分析等を行

い、エビデンスに基づく医療政策を推進

● 収集する情報の質の向上を図るとともに、集計表情報として公表し、民間活
用を促進

データヘルスの推進
● 医療保険者が、レセプト・健診情報等の情報を活用し、加入者に対して効果

的かつ効率的な保健事業を実施できるよう支援

医薬品等の安全対策のための医療情報ＤＢの構築
● 隠れた副作用の発見、副作用の定量的な把握のため、10の拠点病院にデー

タベースを構築し、（独）医薬品医療機器総合機構に情報分析システムを構築
（平成23年度より5年計画で実施中）

日々の診療行為や治療結果等を一元的に蓄積・分析・活用
● 日々の診療行為や治療結果等を一元的に蓄積・分析・活用する関係学会等

の取組を支援

ICTを活用して、主に以下のようなデータ分析・利活用の事業を実施することにより、エビデンスに基づく政策立案、医療
技術・医療安全の向上等を推進。

平成26年度 平成27年度 平成28年度～平成29年度

データヘルス計画策定 実施

①モデル組合による先進的
保健事業の実施、検証

②保健事業
手順書の作成 実施組合の

公募、決定 ③④保健事業の実施、検証
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1970 1980 1990

医事システム、レセプトコンピュータの普及

オーダーリングシステムの普及

電子カルテの実験的開発～普及

1999年
診療録等の電子媒体による保存を認める

2005年
個人情報保護法、e-文書法の施行

2005年 医療情報システムの
安全管理に関するガイドラインの策定・改定

2000 2005 2009 20132007 2011

2009年 レセプトオンラインを
原則義務化

医療IT化の進展と行政の取り組み

情報化推進のため
の行政の取り組み

2002年
診療録等の電子媒体による外部保存を認める
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１．電子カルテ・オーダリングシステム

病床数の多い病院を中心に電子カルテやオーダリングシステムが普及している。

400床以上の病院 ： 電子カルテ 38.8％（2008年）→57.3％（2011年）

オーダリングシステム 82.4％（2008年）→86.6％（2011年）

２．レセプトオンライン

レセプトのオンライン請求が普及（病院99.9%、調剤99.9%）

医療機関と支払基金等・保険者とのネットワークが構築されている。

レセプトDBを構築し、医療費適正化や学術研究等に活用している。

３．医療機関間のネットワーク
病院・診療所・薬局等をネットワーク回線で結び、診療情報（画像、検査、処方等）

を共有する取組みが、各地域で進行中。
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９９．９％

８４．１％

９９．９％

紙レセプト

調査：社会保険診療報酬支払基金

電子媒体
２４．１％

普及率

９９．９％

総 計

オンライン ７２．５％

レセプト電子化・オンライン化の現状

○ 平成26年12月現在、件数ベースで９７％のレセプトが電子化され、７３％はオンラインで請求されている。

○電子レセプトの普及状況（平成26年12月請求分：件数ベース）
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医療連携ネットワークの
普及促進

7



実証事業や補助事業、地域医療再生基金の活用等により、地域医療連携ネットワークは普及しつつある。
各自治体等へのヒアリング等調査により、１６１件の地域医療連携ネットワークがリストアップされている。（計画中や構築中
のものを含む）
⇒アンケート実施（有効回答：１０８件）

実証事業や補助事業、地域医療再生基金の活用等により、地域医療連携ネットワークは普及しつつある。
各自治体等へのヒアリング等調査により、１６１件の地域医療連携ネットワークがリストアップされている。（計画中や構築中
のものを含む）
⇒アンケート実施（有効回答：１０８件）

地域医療連携ネットワークの事例（平成２４年度現在）
※内閣官房による調査
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